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国述経済社会迎事会（ECOSOC）の地域委員会の一つ

であるアジア極東経済委員会（ECAFE）の活動状況は，

毎年， ECOSOC；ζ対する定期的報告（AnnualReport) 

として向理事会から！出版されている。

-4:)!.tはそれとはi]IJ，乙，帯者 David¥Vightman氏〈イ

ギリス，パーミンガム大学， l=iil~f:経m=史講師）が仁nrne，~it~
Endowment for lnternationnl Peace の~；活によって，

成立以来日年｜同 (1947～62年〉の ECAFE の助主・を概i~l

したものであるc

著者ーのこの方耐iでの梁訟としては，先；ニ WorldTot/(ly 

18 巻 1 号 (1962 年 1 月〉羽：~司主の“Efforts for economic 

cooperntio:1 in Asia and the Far Ea!:-t: the experience 

of ECAFE”と Jffiずる論つどがあるが，木.;_IJでは；辞；~は，

ECAFE がアジア諮ft,JI向の縫請協力のための.｛（~な舷；測

であるという観点：こ立ち， ,.j~~.自の主体を 4 制llこ分けて，

第 l潤I,ECAFE創立の経緋（Preludeto cooperation), 

第2部，機椛（Themac-hinery of cooperation), !:H 3 

部，調査，統計・，；I・副および各産業分野での協）Jの現

状（Cooperationin prac~ice），紡 4 部では，未来への展

望（Perspectivl!view）；こついて苫いている。

本1！｝はすでに公表されている資料；こもとづくのみでな

く，務者みずからが1959年および1961年二£CAFE，前回

を歴訪した際の見1m，あるいは，各圃政府袈人とのイン

タヴューに立問lLている点が注目されよう。（今井）

｜…tional B nk 
and D邑1屯elop刀1ent,The Econom』・cDevelop，』zcnt
叱fReny，σ，Baltimore, The Johns Hopkins 
Press, 19G3, 15, 380 p. 

この報告｛！｝は，独立の間近に迫っているケニヤ政府と

イギリス政府の要請で，世界銀行が1961年9J,から12月

にわたって，ケ二ヤ：こ涼泣した経済tftJ技団のケニヤ縦済

開発：：二関する調査成果である。

調査団は， EdmondH. Leav句を団長に，四つの国詰：
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を5?Jこす－?.)lQ人の経済専門家で構成され，ケニヤの市在

的な経消力を調査し，経済成長と々：Ji水準向上のための
政筒形成，さらには19ll7年までの｜別Jaa-i-回二｜対する支経

勧告をケニヤ政府：こ拠出することを諜胞としている。

ζの報告；月では， ti筑， ~J;.1$，製造！；｛~，制光，通l't . 

金融，財政， ti：会・：教育の現状とその政策を包括的：こと

りkげて検討している一方，ケニヤの経済辻本質的：こは

~栄が似件をなし，民議1；活発に段使先権を与えるべきで，

スウィナ一トン計｜萌（S,vynnertonPlan）の！Ui充にijj（い文

持が与えられるべき・であるとしている。さらlム成果の

多様化と観光，熟述した行政官や技術者の設！広などの人

的資源の開発：こも力を注ぐベさーだと主張している。

そのうえ， pr業別闘内総生産，総資本形成，前f'fM'F物
生産，鉱工誕生産、財政・金融，外国貿易などの相当詳

しい統日・がつけてあり．今日のケニヤをJIHW（’rるには有
誌な木である。 (I.英l恨）

I Vict-Nnme:.c National Commissio:1 for Unc・s,:Q, 1 

I Social research andρroblems of rural develop-j 
I men! in South・EαstAsia. ed. by Vu Quoc I 
I Thuc and K. F.九;¥Talker,Paris, Une乱・o,1963, I 
¥ 268 p. I 

1960if, 3月18日から26日までサイゴンでIJHRi！さ：/Lt.ニユ

ネスコと FAOとの共慌の「京市アジアにおける社会調

査と民村開発！日JJffiJに限lするセミナーの報告主である。

このセミナーには，東南．アジアー名問ならびに間際機1i1か

ら， g!~村開発問題の専門家，社会学者，経済学者，行政

官が多数参加した。セミナーft，段村lliB'tJ-1-iilliにおける

社会学的・心理学的制:tr.の役割， ~H生活と労1ft糸件，

現実のぬ村構造と社会傾向，生活水地：こ対ずる伝統的価

値および社会構造の桜狩， ti梁普及員の社会学技育の訪
問題，新技術・思想の邸入と普及，村泌Dr］発に開述する

教育問題，社会調査と社会科学の教育，の6テーマ：こっ

き， 25編の報告が収録されている。とくに良村の近代化

にたいし・て社会科学がはたしうる役；引の:IT°［要性，誹随行

料収集のための長則計悶の設定，名闘の事前：こrr.；じた羽
1tt.・1・11.l)jの優先順位の決定，社会調査．の結来を有効に利用
しうる行政官のX初日等の諸点が強制されている。（波辺）



＝：－－＝－.：.：＝－：：＝：.：＝－－.：＝－：：＝－－：＝：：＝－－－－－＝－：.：＝－：－－.ニ＝－：：＝－.：－.：＝：－－＝ 近着文献紹介.，，.＿.＿一一一ーー－

I Egbert clc Vries nnd Jose Medina Echavmria I 
1 eels., Social rzspects of economic develoρment 1 
I in Latin Americu, Vol. 1, Paris, Unesco, 1963. I 
1960年1？.月メキシコ・シティにおいて． 「ラテン・ア

メリカにおける経済発展の社会的側ff!iに｜渇する専門家作

栄班.J(The Expert '¥Vorking Group on Social Aspects 

of Economk Development in Latin America）の会議が

ユネスコ，｜刊述社会同，匡］jjf技術援助局およびECLAの共

同主宰で行なわれた。本｛！fは当会議iこ対話材料とLて拠

出さ；;l1.t.ニ論文を却さんしたもので，ラテン・アメリカを

合めた世界各同の社会科学の専門家が，それぞれ，自己の

専門分野から経済搾艮の社会的前倒而を追求している。

全体は2主さからなるが，本：！.HtそのUn巻で4fallG'.i';'i:に
分かれる。；r~ 1 miでは， ラテン・アメリカ企向ょとしての
一般ll:Jllli，おf~ 2部では，経済発展のための経済的諸条件，

t(~ ;~ ii市ではt:I：会全休の発展計四のljiJIJiι 銘4部で！土，教

官，行政，おとぴ研究前却jの役：，1;1Jに関する17論文全集め

ている。なお，巻末に本会議の報告を1正せている。ラテ
ン・アメリカな一休止する粍済発展を広く社会科学の；m
分野から総合的分析を試みている点出目される。（／坂田）

I U. N. Dept. ofい mi
lndustfia I est，σtes in Asiaαml the FM East, I 
i New York, 1962, <1G8 p. I 

一定の地岐に中小企業の接聞を有機的かつ組織的にNG

li'r:しようとする工扱EIU也すI・同tt，後進諸国の経済IJH発に

i§iした一つの方法として陪Ittiを中心：こ附帯されているが

19Gl年11月，問述およびインド政府の主催で，「ECAFE

地域の工業団地にi却するセミナー回のtrn回がマドラス
でIJHかれた。本：；1~は阿セミナーの報告と，向セミナーに

提出された討議託料を収録したものであるロ ECAFE諸

国を中心とナる工諮問j也に関する消論文の抜悲と，各国

における団Jtl！ ~-1"1®の訓況報告た嗣織的に収めている点，

アジア諸国の工楽団地に附する問題の概視をうるに適し

ている。岡11！の出版物としては， Establislmumtof Indus・ 
trial Estates in Underdeveloped Countries by Dept. 

of Economic ar.d Soci合lA任airs,196：および Physical

Plamzing tもfIndustrial Estates hy Dept. of Economic 

and Social Affairs, 1962につづくものであるD（阪国）

I Cha山 W Hamilto Am~ 
!lie ivliddlc East, Texas, Gulf Pub., 1962, 307 p. I 

帯者は， i也質学者であると同珂可こ， 1940年から1957年

にかけてガルフ石油会祉の市lj社長をつとめ，またその問

中京におけるガJレフ参加のいくつかの現地石油会社，と

くに，クウェートの KOC，イランのコンソルシウムIこ

おいて要職にあった人物であるc

H；文によれ：f，著者は中京の石i1!rをめく．って，自国民

たちが過去どのように活耶し，また，現在L.ているかを

本闘のアメリプJ人たちはほとんど知らないとし，中＊の

石油と｜剥係した30年にわたる自己の体験をもとにして，

アメリカの石油人たちが，右i1hflrrmを通じて，中東の社

会的・経済的・文化的水準の向上：こいかに口献してきた

かを，広くアメリカの｜胡民に伝えることが本：市の目的で

ある，としている。

内記ぶま，イラン，イラク，ククェート，など10王1:：こオっ

かれ，それぞれ，各国の石rll!Dfl発の歴史，とくにそれを

めぐる英米の関係，アメりカ話会副；のjfilfllの過程：こ，叙

述の:m：点がおかれている。（小坂）

I Crawford Shaw ed., Legalρrob/ems i1l i11te1・・ I 
I national同州抑制1叫 NewYork, I 
Oceana Pu hlications, Inc., 1962, 9, 265 p. 

；｛二世は， rnG31p3月：こエール・ロー・スクールが中心

となって，mnとされた研究会の記録である。ニの会合には
学者のほか，ヲJ栄JJ戸，官界，法官界から実務家が参加

し，欧州共｜可Tli司島， ドルli/i術，来四援助脱仇低｜）日発問

市場(f•·1•；~合収咋：こより *1~本的再検討・脅迫られているアメ

リカの対外経済活動について，法律的なi::J組点をそれぞ

れの立場から投討を加えている。 1:1嗣の報告は， 11易，
反トラスト， Jfuk良市場．租税の4昔日｜叩こわけられるが，

後進国における経済活動との闘員長が最も深いのは，砲税

問題を控った同つの報告である。

H. Boggsは， 「海外私企設投資：こ対する課税」はド

Jレ不足｛こ関係なく合理H的に行なわれるべきだと主張し，

D. R. Tillinglast ！・！.，「海外所得．への課税！こ悶すゐ段近

の前点Jを紹介， M.J. Kustは， 「後退問との租税朱

約」の問題点を，パキスタン，インド，アラブ迎合との

条約を例に検討を加えている。 W.A. Slowinskiによる

海外事業活励に関係する税法の出顎別条文索引および参

考文献目録は，巻末のエューヨーク市法官協会凶；！？館員

の手になる海外事業活動関係の法律問題：こ関する英文資

料の目録とともに，実務家のみならず同際経済法の研究

者・にとっても利用価値が高い。（林）

仇 Io：】clon George Allen必 Unwin 1963 ! IC. !-l. Ph; 
190 p. 
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本古｛ヱロンドン大学の Schoolof Oriental and Afri-

can Stucli白でのセミナーに提出された，鹿史学者・，政

治学者，人捌学者の論文をスクールの Di:-cc士orで，著

名なインド史学者でもある C.JI. Philipsが制さんした

ものである。内容の重点は．主！t-rr.fをのインドの社会およ
び政治過程における伝統的社会秩序と新しい政治組織と

の関係を近代化という悦ffiから分析することにおかれて

いる。

はじめの3論文， A.L. Bash.in, r d：代インドの基本r'Jり
政治慨念、J,P. Hanly，「政治：こ対するムスリムの伝統的

'.ml念J,・w. C. Smith，「インド政治におけるウラマーJに
おいては，過去の遺産としてのヒンドゥおよびムスリム

の政治理念を考察し，近代的概念、との差足を指摘し， s.
R. :VJehrotra <J;)「I!l17年のモンクーギ 1宣言の？ぉ：tをな

す政治．｜は，インド自治に対するイギりスの航民地政策

とイン 1ごの政治f行部者の態度合切らかにしている。

独立後のインドの近代化の諸問！年jについては， C.Von 

Furer. Haimcndorf，「1¥Jアジアのカーストど政治」， F.

G. Bailey，「現代オ！｝ッサの政治と社会J.A. C. ?¥,layer, 

「地}j自治体選挙；中史インドのケース・スタディ，w.
H. Morris-Jones，「インドの政治用語J,Hugh Tinker, 

「政治形態における伝統と央験Jにおいて，議会民主lj;IJ

と伝統的社会の流動的な関係の具体的分析を行なってい

る。（浜口）

! .T。hn1司可ilsonLewi 
I C/z肌 Itha肌じorncllUniv. Pr叫 m叶
3侃 p. I 

1935年の遊説会議以来今l:Iに重るまで．党におけるそ

して大衆［こ対するリーグーシッブセ堅持しーζきた毛沢取

の中国共産党は．その安定性において．他に宮、lをみない。

著者は，中間共産党のリーダーシップの原ttと方法を大

衆路線と民主集中性iこ求め，故近（1962年〉までの中岡

語原資料を駆使し，この原理と方法を，党組織．大衆組

織，幹部の混成と統率の実際に主li泉づけている。また，

人民公社におけるリーグーシップの問題については，

1958年に始まり1962年：c.終わる「大部進オプティミズム

期」における一段村人民社をとりあげ考察しているcな

お，現在まで中共のリーグーシップに関するまとまった

研究はなく，コーネJレ大学において中国の政治と教育を

専攻する1930年生まれの著者が，本：!fによってこのテー

マに民！する段初の主要なぞノグラフを発去したニとにな

る。（原田）

II2 

rph  Bai 
AdmbtistJ沼lionand economic dave!o戸，ncnlin I 
India, Dl』rham,N. C .. Duke Cniv. Press, I 
1963, 312 p. ・ I 

インドの経済開発：二おける計・踊の目標と央制の著しい

i局.ffiは，計画自体の検討のみでなく，その実施過程での

政治的指導力と行政機構，さらに社会構造の諸問題をも

安面化させている。このことは，独立後の析しい同氏的

課題としての続済州発の遂行lこ適合した行政および社会

的諸制度の改本が大きくたち涜れていることを示すもの

であるo,.j.;: 1!f::l'. Duke 大学の Commonw~alth ・Studies

Centerにおいてインドおよびアメリカの社会科学者がニ

れらの消閉山に分析を加えたものである。その抑成は主

として行政上の諸問題を担った前半止経抗的分析の後半

に分けられよう。以下の諸論文を収録している。 R.Brai-

bami.「イン ）tの官僚制度改革に｜測する考察」， S.P. 

Jagota，「イン 1：の公務員教育J,Hugh Tinker，「開発機

拙における出村J.R. L. Park，「インドの地方における

行政的制盤と経済開発J,W. Malenbuum，「インド続前

におけあ指話者間の部地・j, S. P. Jagota, f計四化の法

的側面｝についてJ,R. 0. Tilman, ［インドの経済発展；こ

及ぼすカーストの彬特J,J. J. Spengler，「アルタシャー

ストラ（突利論）経済学」， S.V. Sovani，「インドの経

済発脱の~，；経済的側同」， Ashok11 Mitra，「イン 1ξt!k業の

担税負担J。（浜口）

I John D. l¥fontgomery, Theρolitics of foreign ! （山id
New Y。rk, Frederick A. Praeger, 1962, I 
336p. I 

題名が示すとおり，ニれはアメリカの海外援助を政治

の問題とする但角から分析しでいる。内容はつぎの六つ

に分かたれる。

?A'.n，海外援助の間際的な目的とその成来，錦2，海
外援助をめぐるアメリカk被銀助問との政治的まさつの

問題，部3,ta助闘アメリカ側の政策と敵暖助諸国の態

度，第4，アメリカの話i雑な海外援助隊帥， tiS5，アメ
りカの政治と海外銀助．第6，海外援助の将来D
本当をつらぬいているものは，共産主義の i＇侵略！か

ら資本主主主~·！Vi話を守るための援助という思想であり，し

たがって，具体的にはベトナム，台持，クイ，ピJレマと

いった共産中国との隣接訪問が分析対象とされている。

読者・ft., 15年来海外援助の~際に当たってきた人であ

る。（渡辺）
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I Pa川山叫 Jr.ηeidco 幼

devc均ing1zati 
］コr且eger,H.163, 326 p. 

この；~｝で編集者 Sigmund は，低UH発諸問における指

講者たちの演説あるいはお物の抜紫を状せて，かれらの

政治的な思怨やイデオロギーをよじ般しつつ述べている。

会わせてこれらの諸問についての閃ljiな解説子指謀者た

ちの伝記的スケッチを行なっている。とりあげた人物は

毛沢東やカスドロなと・26人にのぼっている。

ニれらの抜常は低UHj'j告訴凶の目的や予段が山本（Iりには

類似Lていること守示すと河時（-r.，これらの諸国loHこお

ける相違点をヨ｝ロッパ的な考え方から考察するのでな

く．近代化への一歩を踏みI.Hそうとする態度から示して

いる。

ほとんどの術部者が，岡京の発展と日111の磁得，社会

主義的な方法を通じて経済発i員計画を立てること，一つ

の支配的な政党の下に強固な政府を作り上げること，近

代的なナシヲナリズムの創造などの目標に述すること合

同ーの目的としている。

月；論では，持部な分析がなされており，その中で編者

は，これらの諸同家の問題点，方向目的などを明るみに

出し，第3のイデオロギ・・の史m，すなわち東洋や白．洋

の既成のイデオロギーをそのまま受け入れるのでなく，

かれら自身の行き方を追求してやまない近代的ナショナ

リズムを指摘Lている。（柳）

！…e・kun U io C山 M 0 id! 
Library, Index to Latin Americanρeriodie<d 
literature, 1929-1960, Boぉton,G. K. Hall, 
l佼52,8 , .. 

8 @60::lOぺ…少にわたるこのj膨大なインデックスは，

パン・アメリカン・ユニオンのコロンブス記念：図｛IJ舶が

1939年から1%0年のH~即応わたり収集した法令，官報者f

合む逐次刊行物から作製していたラテン・アメリカの経

済，政治，行政，社会および文化に｜対する記事.~長引カー lご

を編さんしたものである。対象とした逐次刊行物はラテ

ン・アメリカ諸白，合衆国のものを『1：，心に全wrn司を通じ
3000机をこえるoll:il.録記事は25万タイトルに及ぶ。件名，

若者名を合わせたAB C肌配列で8分間｝となっている。

パン・アメリカン・ニニ才ン間計的の35年に及ぷ訴前の

集大成であり， Ilfmdbool,for Latin American Studies 

とならんでラテン・アメリカ研究調査に見高とせない存

在である。（三宅）

経済統合の基礎理論 i 
一一翻訳シリーズ節目集一一

R.サンヴアルト・ J.ストーラー共著 l:J1 野 J手岡訳

第l；章 一般的自由貿易

一一自由貿易の前提・自由貿易原則の限界・貿易および通尚統制の技術・世界的白山到易か地域的自由
t・｛抗、一一

第2mJ也峨的自由貿易
一一閃説同盟の貿易創出効果と貿易転換効果・地域統合の正当化・地域的統合と差別的取り掛い・自由
貿易地域と関税同盟一一

第3卒続介の方法
-1創造的および制度的統合・部分的統合の一例としての石炭鉄鋼共同体・地域的特忠制度の過渡的闘
龍一－

第4草－ iillii11llJ度と安定政策
一一内部均衡と外部均衡・内部安定政慌と外部安定政策・通貨制度の役割・安定および不安定要素とし
ての為替舵機・間際収支の地j或的調整にみられる特徴・経済同盟iにおける間際収支の内部調整・経
済同胞における悶際収支の外的調整・自由貿易地域および欧州経済共同体の共同市場における安定
の問地一一

第5:r;t 財政政策
一一厚生の国際的極大化l二対する財政政策の影響・統合の租税技術的諸問Jilli－ー

第6章 生産要紫の移動性
一ーヨーロフパにおける生産出ー要~の移動性・要指刷協の平衡四一ー

結論・付録・文献目録
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